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デザインの意味

①ロゴ

グリーン：環境、エコロジーをイメージ

②マーク

＜全体のイメージ＞

・フタムラの英頭文字「Ｆ」をデザイン化

・躍動感をイメージ

＜色の持つ意味＞

・ブルー 誠実、高品質

・グリーン 環境、エコロジー

・レッド 創造、熱意

平成16年10月25日より社名が変わりました。 航空写真

ガス
回収

工場配置図 大垣工場の製品紹介

製 品 用 途

セロハン
ｾﾛﾊﾝﾃｰﾌﾟ、ｶﾞﾑ外装

飴のﾋﾈﾘ包装、医薬品包装材料

ファイブラスケーシング（Ｖ
Ｋ）

ﾊﾑ、ｿｰｾｰｼﾞの包装材料

不織布（ＴＣＦ）
ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭｰ、ﾌｪｲｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ

ｶﾞｰｾﾞ､おしぼり

ＯＰＰフィルム ﾊﾟﾝ･ｽﾅｯｸ菓子･ﾗｰﾒﾝ･ｱｲｽｸﾘｰﾑ

野菜等の食品包装、粘着ﾃｰﾌﾟ

ｱﾙﾊﾞﾑＰＥＴフィルム

環境に対する基本的な考え
私たちフタムラ化学は、創業以来半世紀にわたり、常に高品

質・高機能な製品群を世に送り出し、社会に貢献してきました。

そこには弛まぬ研究開発への努力と高度な技術力、「顧客第

一主義」という企業姿勢が大きく貢献しているものと自負して

おります。

そして新世紀を迎え、あらためて「人に、町に、地球にやさ

しいテクノロジー」をキーワードとし、エコロジカルな生産体

制・商品開発力の強化に取り組んでいます。

フタムラ化学は、人々の豊かな暮らし、より良い街づくりを

支える環境派メーカーを目指し、これからも消費者・社会・時

代のニーズを的確に捉え、“やさしさ”を持った製品づくりに

邁進していきたいと考えています。

環境重視メ－カ－ フタムラ化学へ

私たちフタムラ化学がメ－カ－である以上、大量の水・電気の使用

者であるとともに、工程中に様々な廃棄物等を生み出していることは

否めません。

フタムラ化学では、その事実を深く認識し、古くから環境保護を念頭

とした、多様な対策に着手してきました。

また近年、地球規模で環境保護の必要性が叫ばれているのを受け

て、より高度なレベルでの対策を進めています。

そして製造工程だけでなく、製品自体にもエコの意識を取り入れよう

と、素材・リサイクル性などの研究にも余念がありません。

「自然との共存の中から、より”やさしさ”を持った製品が生まれる」。こ

れがメーカーフタムラ化学として２１世紀の指針であり、次世代のため

に果たすべき責任だと考えます。



2

品質・安全・環境に関する行動指針
（平成13年(2001年)制定）

1. 基本方針

当社は「安全な品質で、安心して使用されるものを、安定的に」を基本に、製品造りを通じ

て社会に貢献する。

「品質・安全・環境」は企業の持つ重要な使命として行動指針を定め真剣に取り組む。

2. 行動指針

(1)法規、協定・契約の遵守を最優先し、必要ある時は法規以上の自主管理をする。

(2)トラブルは起こり得るものとして、未然に防ぐために、それぞれ責任ある対応をする。

(3)常に、創意工夫と技術の向上に努め、継続的改善を図る。

(4)製品の製造・使用・廃棄のライフサイクルにおける品質・安全・環境への配慮に努める。

(5)品質保証への取り組みとして「ＩＳＯ９００１」の更なる定着化と有効活用を図る。

(6）安全への取り組みとして全社的に労働安全衛生、防災活動を展開し、各人の意識高

揚を図り、「ゼロ災害」で職場の安全確保を目指す。 (7)

環境への取り組みとして「ＩＳＯ１４００１」の認証取得により継続的環境改善を推進する。

環境目標と実績総括
大垣工場は、環境活動推進のため、個々の「環境目標｣を設定し、目標達成の施策を計
画・実施しております。

平成１５年度目標と中長期目標の達成度合い（実績評価）
実績評価： A-目標達成、 B-積極的取組みするも目標未達成、 C-取組み不十分

項 目 評 価

１．省エネ
対策

２．温室効果

ガス削減

Ａ

C
３．汚染防止

規制値逸脱事故 ０件 規制値逸脱事故 ０件

環境苦情 ０件

製品当りエネルギー使用量を
前年比９％削減

（総使用量は前年比３％削減）

製品当りエネルギ－使用量を

平成13年度対比毎年１％削減

製品当りエネルギ－使用量を

前年比１％削減

環境苦情 ０件

CO２排出量を平成13年度比

平成20年に５％削減
－

平成15年度実績中長期環境目標

フロンガス使用の冷凍機を順次

撤廃 → ノンフロン化
－ － C

前年度比２％削減

（13年度比では3％増加）

平成15年度目標

Ａ

B

Ａ

規制値逸脱事故 ２件

環境苦情 ０件

－ 水質第５次規制対応
窒素・リン連続測定器設置

５次規制値クリア－

環境目標と実績総括 その２

項 目 評価

４．化学

物質

管理

５．水資源 Ａ

管 理 B

Ａ

７．社会的 C

責 任 C

排水量 ９.１百万ｍ
３
以下 排水量 ９.４百万ｍ

３

中長期環境目標 平成15年度目標 平成15年度実績

二硫化炭素回収量を１,２１８ｔ
以上

二硫化炭素二硫化炭素排出量の計画的な削減
平成18年度で平成12年度比３０％以
下

マニフェスト回収率 １００％ －

B

B

回収量１,１７８ｔ、排出量２,３８４ｔ
平成12年度比６７％

揚水量 １３.５百万ｍ
３
以下 揚水量 １３.５百万ｍ

３
以下 揚水量 １３.５百万ｍ

３

排水量 ７.３百万ｍ
３
以下

回収率 １００％

６．廃棄物
管 理

平成20年度には廃棄物リサイクル率
９７％以上確保

汚泥の委託処分量を１,０００ｔ
以下に削減

リサイクル率 ９４％
汚泥の委託処分量約１,４００ｔ

積極的な社会活動に参画 － －

遊休地の積極緑化 － －

事業活動のマテリアルバランス

重油 17,788 ｋｌ

石炭 45,552 ｔ 主原料 69,070 ｔ 揚水量 13,513 千ｍ3

買電 36,127 千kwh 主薬品 47,200 ｔ

9,378 千㎡ ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 24 mgTEQ

トルエン 112 ｔ ｾﾙﾛｰｽ 20,774 ｔ

二硫化炭素 2,384 ｔ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 35,336 ｔ

ホルマリン 1 ｔ

リサイクル率は約 ９４％です

エネルギ－ 物 質

２．３３ 百万ｷﾞｶﾞＪ １１６,２７０ ｔ １３,５１３ 千ｍ3

PRTR物質排出量

大垣工場

５６,１１０ ｔ

３３,５２９ ｔ

総製品生産量

用 水

総排水量

廃棄物最終処分量

1,908 ｔ

リサイクル

31,621 ｔ

温室効果ガス排出量

（CO２）

１７１,３２９ ｔ

廃棄物総発生量

２,４９７ ｔ

ＩＮＰＵＴ

OUTＰＵＴ

総エネルギー使用量には、
輸送などに係る燃料は含みません。

主原料：パルプ、ＶＫ原紙、ＯＰＰ･ＰＥＴレジン
主薬品：苛性ソーダ、硫酸、二硫化炭素等

環境会計

環境保全効果

項 目 主な内容 単位

エネルギー 総エネルギー使用量 百万ｷﾞｶ J゙ 2.40 2.33

ＣＯ２排出量 千ｔ 175.2 171.3

ＮＯｘ排出量 ｔ 276.4 271.4

ＳＯｘ排出量 ｔ 449.9 437.0

ダイオキシン類 排出量 mg-TEQ 20.4 24.3

揚水量 千ｍ３

排水量 千ｍ
３

水質汚濁物質排出量（COD） ｔ 103.5 89.1

廃棄物 最終委託処分量 ｔ 4,429 1,908

平成14年度 平成15年度

△ 5.0

前年差

14,219 13,513

9,397 9,378

△ 0.07

△ 3.9

水質

△ 12.9

3.9

△ 706

△ 19

△ 14.4

大気

△ 2,521

１．省エネ対策

総エネルギー使用量

平成１５年度総エネルギー使用量は、

２.３３百万ｷﾞｶﾞJで前年比９７％でした。

資源エネルギー庁の定める「エネルギー源別発熱量表（H１３年３月改訂）」を参照致しました

購入電力は9,830ｋｊ/ｋｗｈを利用しました

H15年度エネルギー投入比率

石炭

52%

買電

15%

廃棄物
3%

A重油

21%

C重油
9%

2.10

2.15

2.20

2.25

2.30

2.35

2.40

2.45

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

（
百

万
ｷ

ﾞｶ
ﾞJ

）

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

生
産

量
（
千

ｔ）

ｴﾈﾙｷﾞｰ量 生産量
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自家発電量推移（千kwH）

78,000

79,000

80,000

81,000

82,000

83,000

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

エネルギー原単位（ｷﾞｶﾞJ/ｔ）

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

今後の方向性

・毎年エネルギー削減の為の特定予算を計上

･廃棄物焼却設備の効率化

工場の利用エネルギー

→は蒸気の流れを示します

石炭ﾎﾞｲﾗ-

蒸気タ－ビン

蒸気タ－ビン

復水タ－ビン

重油ボイラ－

製造工程

排ガスボイラ－

純
水

省エネルギー対策

環境目標

・エネルギー消費原単位（生産量１トン当り）を毎年１％削減

・省エネルギー委員会設置

省エネ意識の高揚

具体的な省エネ対策の立案と実行を促進

平成15年度実績

・省エネ型蒸気トラップ更新

・蒸気ドレイン回収

↓

発電総量前年比約２％向上

２．温室効果ガス削減

H15年度排出比率

A重油

20%

C重油

9%

石炭

62%

廃プラ

1%

買電

8%

160.0

165.0

170.0

175.0

180.0

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

排
出

量
（
千

/
ｔ）

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

原
単

位
（
ｔ/

ｔ）

排出量 原単位二酸化炭素排出量（ＣＯ2）
・平成15年度二酸化炭素排出量171千ｔ
前年比９８％

・省エネ対策によるエネルギー削減効果大
・平成14年度重油ボイラー更新による蒸発
倍数向上

フロンガスの使用状況
・現在使用している冷凍機は6台。
・故障などによるガス放出の無い様管理、
これを随時撤廃。

３．汚染防止
� 大気汚染防止

脱硫装置

ガス回収設備

光化学スモッグ対策

� 水質汚染防止

排水処理施設

窒素リン連続測定器

� 土壌汚染防止

薬品貯蔵施設の漏洩防止

環境測定（平成１５年度平均値） 単位：ppb

１ｋｍ地点 敷地境界 協定値

2.4 4.9 10.0

39.1 73.4 100.0

- 1.0 10.0

硫化水素

二硫化炭素

硫化メチル

水質測定（平成15年度）

ＰＨ ＣＯＤ ＢＯＤ ＳＳ

- mg/Ｌ mg/Ｌ mg/Ｌ

5.8-8.6 40.0 20.0 30.0

6.6 9.5 8.4 11.1

(ｋｇ/日)

ＣＯＤ

2,000

244

総量規制

総量実績値平均

項 目

項 目

実績値平均

基準値

単位

窒素酸化物と硫黄酸化物

窒素酸化物（ NOｘ） 排出量

平成１５年度窒素酸化物排出量は ２７１ｔ でした。

前年比９８％でした。

硫黄酸化物（SOｘ）排出量

平成１５年度硫黄酸化物排出量は ４５５ｔ でした。

前年比９７％でした。

255

260

265

270

275

280

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

排
出

量
（
ｔ）

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

原
単

位
（
ｋ

ｇ
/
ｔ）

排出量 原単位

450

460

470

480

490

500

510

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

排
出

量
（
ｔ）

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

原
単

位
（
kg

/
ｔ）

排出量 原単位

４．化学物質管理

二硫化炭素排出工程概要

排ガス（ＣＳ2、Ｈ2Ｓ）

ｾﾛﾊﾝ
ﾋﾞｽｺｰｽ

凝

固
再
生

水
洗

柔
軟

二硫化炭素排出量推移（ｔ）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H12年 H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

予測値

ＰＲＴＲ法

平成１３年４月「ＰＲＴＲ法」施行に伴い、使用化学物質

をＰＲＴＲ法の規定のもとで、適切に管理しております。

代替化可能品は積極的に変更してまいります。

また排出量の具体的な削減策の立案実行を押し進め

てまいります。

取組として、まず二硫化炭素削減を図ります。

平成１２年より、二硫化炭素の活性炭同時吸着設備建

設に着手し、平成１３年３月稼働致しました。

活性炭同時吸着法は二硫化炭素・硫化水素を含む排

ガスを種類の異なる活性炭で一度に吸着処理する方法

です。

回収二硫化炭素は原料として再利用し、硫化水素は

溶融硫黄として回収し、売却再利用(パルプの蒸解用)

しております。

エチレングリコールは平成１４年度より代替品（ジエチ

レングリコール）に変更し使用中止しました。

平成15年度 ＰＲＴＲ排出量および移動量

今後の方向

化学物質の削減対策を計画的に推し進めます。

平成１６年度は、最新技術を活用し、バイオによる

排ガス処理（二硫化炭素・硫化水素を同時分解）を

さらに設置し、二硫化炭素の排出削減を致します。

平成１５年度 PRTR排出量及び移動量

102 酢酸ビニル ｔ/年 0 0 0 0 0 0

179 ダイオキシン類 mg-TEQ/年 0.7 0.1 0 0 23.5 24.3

227 トルエン ｔ/年 112 0 0 0 0 112

241 二硫化炭素 ｔ/年 2,384 0 0 0 0 2,384

310 ホルムアルデヒド ｔ/年 1.2 0 0 0 0 1.2

合計大気への
排出

下水道へ
の排出

外への
移動

排出量 移動量

対象物質名Ｎｏ． 用水への
排出

所内埋立
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ガス回収設備とは？

� 平成13年3月稼動

� 二硫化炭素ＣＳ2、硫化水素Ｈ2Ｓを活性炭で吸着、
ＣＳ2はＣＳ2として回収、Ｈ2Ｓは硫黄Ｓとして回収

� 回収したＣＳ2は工場内でセロハン製造用に再利
用

� 回収した硫黄Ｓは他社へ タンクローリーで輸送
し再利用

� 建設費約６億円、既存設備改造費約６億円、
合計投資金額約12億円

凝縮器にてＣＳ２とＳ回収

吸着後排ガス

ファン抄造排ガス

Ｈ2Ｓ回収用活性炭

ＣＳ2回収用活性炭

ガス回収設備概要

バイオガス処理とは？

� 工場排ガス中の二硫化炭素ＣＳ2と硫化水
素Ｈ2Ｓを微生物の餌として効率的に処理。

� 現状の湿式脱硫設備を更新し、バクテリ
アでガスを処理する。

� 日本で初めての設備。

� 建設費：約８億円。

� 平成17年4月末完成予定。

バイオガス処理装置(海外）

５．水資源管理

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

千
m

3

揚水量 排水量

揚水量と再利用水

揚水量は前年度比 ９５％でした。

15,426 2,450 17,876 13.7

14,219 3,549 17,768 20.0

13,513 3,741 17,254 21.7

再利用率
％

揚水量

千ｍ３

再利用

千ｍ３

合 計

千ｍ３

H13年度

H14年度

Ｈ15年度

排水量

各工程より排出される排水は中和後活性汚泥処理

（BOD処理）設備で処理の後一級河川水門川へ放流

しております。

排水削減目標値を、２５千ｍ
３
/日（９.１百万ｍ

３
/年）

以下においています。

前年度比は減少しましたが、目標未達成でした。

排水量 千ｍ
３

H13年度 9,887

H14年度 9,397

H15年度 9,378

B

Ｏ

→ → D → →

処

理

沈
殿
池

水
門
川
放
流

工
場
排
水

中
和
槽

水資源管理 その２

今後の方向

揚水量から排水量の差を見ると、約３０％が有効

利用ができていないといえます。

平成１６年度は主に、加工工程のコンデンサ－の

冷却水の再利用の推進をし、揚水・排水量の削減

を行ないます。



5

６．廃棄物管理

廃棄物の分別徹底により、最終委託処分量の削減を図ります。
平成15年度は汚泥の減量化を推進し、総発生量で年間3千トン削減できました。

� 廃棄物管理への取組み

①発生量の削減

②マテリアルリサイクル

③サーマルリサイクル

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H13年度 H14年度 H15年度

t

委託処分量 リサイクル

平成15年度屑･廃棄物処理実績

総リサイクル率は９４．３％でした。

6.9％ 再利用 26,112 ｔ 77.9％

6.8％ ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ

13.8％

0.1％

0.1％ ｻ-ﾏﾙﾘｻｲｸﾙ

23.1％ 16.4％

45.8％

0.6％

1.6％ 1,908 ｔ

1.2％ 5.7％

廃棄物総発生量 33,529 ｔ

最終委託処分

製品屑

セルロ－ス屑

汚泥

廃プラ

その他

燃え殻

木屑

石炭灰

廃硫酸

鉄屑

７．社会的責任

環境展示会への出展

環境コミュニケーション活動の場として、大垣市主

催の市民環境フェスティバルに出展致しました。

環境に優しい製品（色セロハン、油こし不織布）紹

介をし、来場の皆様にサンプルの提供をしました。

社会貢献活動

毎年（社団法人、岐阜県西濃建設業協会主催の）、

西濃河川クリ－ン作戦に参加しております。

また工場に隣接する水門川堤防の清掃活動も自主

的に実施しており、今後は大垣市とも協力して清掃活

動に参加してまいります。

これからも従業員が積極的にボランティア活動に参加

できるよう努力いたします。

また以前から大垣工業高校生、大垣商業高校生の

インターシップを受入ており、少しでも課外授業の手助

けになればと考えており、今後も継続してまいります。

コミュニケーション 外渕池緑地化計画

� 工場南東の遊休地の緑化事
業を計画

� 10年計画で第1期工事を実施

しており、緑化事業に取り組
んでおります。

� 第1期工事を平成16年度より
着手いたしました。

緑化計画図 緑化計画図

ＩＳＯ１４００１ 環境方針

①生産に関連する活動において省資源・省エネの

推進、廃棄物の削減など環境保全の向上に努めると

共に、環境に配慮した製品の提供に努める。

②生産に関連する活動において、継続的な環境改

善と汚染の未然防止

③生産に関連する活動において、環境に関連する

法規制、条例、及びその他の要求事項を遵守する。

④環境目的及び目標を定め、年に一度見直しを行

うことにより環境マネジメントシステムの継続的改

善を図る。

⑤この環境方針を全従業員に周知させる。

⑥本方針の開示を一般の人から要求された場合は

公開する。

平成１５年度目的・目標達成状況

①省エネルギーの推進 ○

②産業廃棄物の削減 ○

③著しい環境側面の軽減 ○

①省エネルギーの推進

生産量Ｒ当りの電気使用量は前年実績比４.６％、

同じく燃料使用量は７.４％削減できました。

②産業廃棄物の削減

生産量Ｒ当りの汚泥発生量は２６.２％削減する

ことができました。

③著しい環境側面の軽減

本年度は騒音苦情を掲げておりますが、前年の

苦情２件を０件にすることができました。

＊ＩＳＯ１４００１の目標値・実績値は製品面積

当りの表示です。

環境マネジメント活動の推進

大垣工場は平成１３年５月、ＩＳＯ１４００１認証取得
（認証取得機関：ＪＣＱＡ）


